
◆目 的

学生の就労意識の向上を図るとともに、県政への理解の促進を図るため、「香川県庁インター
ンシップ」を実施しました。

◆参 加 者

５０校（４９大学、１高等専門学校）の学生 １５１名
①事務職コース ７３名
②技術職コース ３１名

建築２名、獣医１名、農業７名、水産１名、
林業（森林科学）2名、化学・農芸化学５名、
土木７名、農業土木１名、保健師３名、
社会福祉・心理２名

③ミニインターンシップ（事務職コース） ４７名

◆実施期間

８月１７日（金）～８月３１日（金） ※土日を除く
（各日 午前８時３０分～午後５時１５分）
①事務職コース ７日間
②技術職コース １０日間
③ミニインターンシップ １日間

◆実習場所

香川県庁舎（本庁、出先機関）



○インターンシップ(H３０.8.20～8.3１)

○ミニインターンシップ(H３０.8.１７)
・人事・行革課長挨拶、県政の概要説明
・若手職員からのメッセージ、庁舎見学
・政策提案グループワーク

日付 事務職コース 8月20日～28日 技術職コース 8月20日～31日

8.20（月）
・（午前）開講式（副知事挨拶、オリエンテーションなど）
・（午後）受入所属にて就業体験

8.21（火） ・就業体験

8.22（水） ・就業体験

8.23（木）
・出先機関等見学
・若手職員との意見交換会
（台風接近のため中止）

・就業体験
（台風接近のため中止）

8.24（金） ・就業体験

8.27（月） ・就業体験
・出先機関等見学
・若手職員との意見交換会

8.28（火）
・成果発表会、意見交換会
・修了式 ・就業体験

8.29（水） ・就業体験

8.30（木） ・就業体験

8.31（金）
・成果発表会、意見交換会
・修了式

香川県庁インターンシップ 開催概要



１日という短い期間でしたが、県政の概要説明や執務室見学等の後、政策提案グループワークなど
を体験しました。

ミニインターンシップコース（8月１７日）

政策提案グループワーク

◇ 職員から現在県が進める政策等の説明を受けた後、
グループに分かれてこれら課題への新たな政策提案
を考えるグループワーク、発表に取り組みました。

人事・行革課長挨拶 県政の概要説明

1日コース

執務室見学



開講式（初日 ８月２０日）

初日には、参加学生全員が集まりオリエンテーションを行いました。

インターンシップの開始にあたり、副知事や若手職員がインターンシップ生に

メッセージを送ったほか、各担当者が香川県政の概要や香川県庁の組織、採用試

験の説明などを行いました。

インターンシップ生は、一言一言に耳を傾けて、熱心にメモをとっていました。

就 業 体 験

オリエンテーション後は、いよいよ就業体験へ。

インターンシップ生は各所属で説明を受けた後、実習プログラムに沿って、職員の指導を受けながら業務に取り

組みました。

初日は緊張のためか、やや表情がこわばっていましたが、職員とたくさん話をしながら、イキイキと積極的に業

務に取り組んでいました。

土日を挟んだ日程の実習をこなすことで、実際に社会人になった時のライフスタイルの模擬体験もできました。



＜事務職コースでは、前半・後半で異なる所属で就業体験を行いました。＞

就 業 体 験

事務職コース

○ 事業概要の説明

○ 研修アンケート集計・分析

○ 職員研修運営補助 等

（例）総務部人事・行革課での
実習プログラム

○ 事業概要の説明

○ 奨学金関係事務

○ ふるさと納税関係事務 等

（例）政策部政策課での
実習プログラム

○ 事業概要の説明

○ 環境マネジメント業務

○ 地球温暖化対策業務 等

（例）環境森林部環境政策課での
実習プログラム

技術職コース
＜技術職コースでは、建築、農業、水産、獣医、林業（森林科学）、化学・農芸化学、

土木、農業土木、社会福祉・心理、保健師の職種に分かれて実習を行いました。＞

○ 事業概要の説明

○ 母子保健の課題検討

○ 感染症対策、難病対策等の実際

○ 保健所における健康危機管理 等

（例）保健師の実習プログラム

○ 事業概要の説明

○ 病害虫試験、生物工学実習

○ 常緑果樹、落葉果樹の樹体管理

○ 普及活動・調査等の補助 等

（例）農業職の実習プログラム

○ 事業概要の説明

○ 橋梁,舗装修繕の計画から施工

○ 河川、港湾事業の計画から施工

○ 道路改良現場見学、監督体験 等

（例）土木職での実習プログラム

県庁の業務内容は多種多様。特に事務職コースでは、総合行政の魅力を感じてもらうた
め、前半・後半で全く業務の異なる所属で実習。取り組む事業の説明を受けた後、いざ現
場へ。現場での実習は、各事業の目的を学びながら専門知識を深め、コスト意識の重要性
やデスクから現場までの業務の幅広さを学びました。



香川県の組織や多岐にわたる業務をより深く知ってもらうため、出先機関などの見学を行いました。

また、若手職員との意見交換会を行いました。

出先機関見学・若手職員との意見交換会（８月24日）

【香川県立ミュージアム（見学）】

◇歴史博物館と美術館の機能を合わせもち、
香川の文化拠点として幅広い活動を行って
いる香川県立ミュージアムを見学しました。

◇ サンポート高松にて、瀬戸内国際芸術祭、
就職・移住支援センター、新県立体育館の
概要について学びました。

【サンポート高松（見学）】

笑顔で暮らせる香川

成長する香川 信頼・安心の香川

【瀬戸大橋記念公園（見学）】

◇ 観光資源でもある瀬戸大橋の歴史を
学ぶとともに、にぎわいの創出や指
定管理の状況についても学びました。

出先機関見学

せとうち田園都市の新たな創造

【県議会議場（見学）・災害対策本部室（見学） 】

◇ 知事を代表とした執行機関とともに、県政を運営する
両輪の一方ある県議会の議場と、災害発生時に対策本
部が設置される災害対策本部室を見学しました。



出先機関見学・若手職員との意見交換会（８月24日）

就職や香川県庁で働くことについての疑問など、限られた時間の中で活発な意見交換が

行われ、学生と若手職員との交流が図られました。

◎ 香川県庁職員への志望動機

◎ 目指したきっかけ

◎ 他の公務員（国、市町等）や民間企業との併願

◎ 香川県に戻って就職しようと決めた理由

◎ 民間企業との違い

◎ 試験勉強時のモチベーションを維持するコツ

◎ 試験勉強を始めた時期、勉強時間

◎ 効果的な勉強方法

◎ 苦手科目の克服方法

◎ 面接試験対策

◎ 県外出身者が受験する場合について

◎ 業務内容・業務量

◎ やりがいを感じること、うれしかったこと

◎ 困ったこと、失敗したこと

◎ 入庁してからのキャリアアップ（資格等の取得）や研修

◎ 専門分野での知識・技術を活かして働くことのやりがい

◎ 県庁のイメージのギャップ（入庁前後）

◎ 職場の雰囲気、上司や同期との交流

◎ 定期的な人事異動があることへの不安感、やりがい

◎ 技術職で採用された場合の主な配属先

◎ 民間企業や他の公官庁との違い

◎ 香川県ならではの仕事はどんなものか

◎ 福利厚生について

◎ ワークライフバランスについて

◎ 女性にとって働きやすい職場か

（出産、育児など）

◎ 残りの学生生活でやっておくべきこと

◎ 休日などのリフレッシュ方法

◎ 地元に戻って就職して良かったと思うこと

◎ 結婚、婚活について

◎ 服装、髪形のマナー

◎ インターンシップに参加して良かったこと 等

その他
就職活動について

仕事について

採用試験について

若手職員との意見交換



最終日には、成果発表会を開催し、インターンシップ生がそれぞれの所属でどのような業務を行い、
どんなことを学んだのか、また、今後どのような目標を立てて残りの学生生活を過ごして行くのかと

いうことなどを中心に全員が発表を行いました。

成果発表会の後は、インターンシップ生同士の情報交換会、修了式を行い、香川県庁インターンシ

ップ（事務職コース、技術職コース）の全日程を締めくくりました。

成果発表会・修了式（最終日 ８月25日 or ８月30日）

修了式

◇ インターンシップ生は、各自の体験や学んだこと、今後の目標について
一所懸命に発表しました。

他のインターンシップ生の経験談や感想を共有することで、体験の幅を

広げ、より県庁の業務の理解に繋がりました。

◇ 全課程を修了したインターンシップ
生には、修了証が交付されました。

成果発表会



インターンシップ生の声

◇ 良い面だけでなく、大変な面
も知ることができ、より理解が深
まった。

◇ 土日を挟んでの実習で実
際の生活リズムをつかめた。

◇ グループワークや若手職員の
方の話を聞いたり、幅広い内容で
良い経験となった。

◇ 積極的に声を掛けてくださり、
作業中も質問しやすい環境づくりを
していただけた。

◇ 技術職希望の学生と一緒に実
習を行うことができ、彼らの意見を
聞くことで刺激を受けることができ
大変良かった。

◇ 堅いイメージがあったのだが、
職場内の雰囲気は柔らかく、優
しかった。職員同士も仲が良く笑
顔のある素敵な職場だった。

◇ 香川県の良さ、県庁の雰囲気な
どを見てやはり地元香川で公務員を
したいなという気持ちが強まった。

◇ 「わざわざ用意した別の仕事」
でなく「普段していることの体験」を
させて頂けたのが良かった。また
出先機関へ行くのも楽しく、たくさ
んのことが学べて良かった。

◇ 地方公務員の志望度は低かっ
たが、県民のためになる仕事で、や
りがいが大きいことが分かり、魅力
が高まった。

◇ 様々な業務を体験することを
通じて、県庁の仕事の幅広さを
実感できた。

◇ 皆さんが実習以外の会話の中
で県庁職員の働き方や制度につ
いても教えてくださり、非常に参考
になった。

◇ 現場に行き、工事現場に入るこ
とや演習などは、普段体験すること
ができなく、職員の方の丁寧な説
明もあり、良い経験となった。

◇ 今まで分からなかった仕事
と内容を知り、仕事の楽しさや
大変さを感じることができた。香
川県庁で働くという意義も知る
ことができた。



香 川 県 職 員 採 用 情 報

「香川県職員採用 Facebook」も御覧ください。
Facebook アカウントURL 

https://www.facebook.com/kagawa.saiyou


